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生涯学習の活動
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（平成 31 年 1 月 1 日現在）

文化教養部
毎年、秋には神戸地区へ文化の風を呼び込む「文

化祭」を開催しています。

昨年は第五十回という節目にあたり、生涯学習

のあゆみを紹介しました。

文化祭では、地域の皆様の作品展示も年々レベ

ルが上がり、舞台での歌、踊り、演奏と多彩な演

目の数々、さらに地域の皆様の協力で実現してい

るふれあいマーケット、各種団体の皆様に出店バ

ザーと、子どもから大人までが楽しんでいます。

今後も神戸地区の文化の推進役として活動をし

ていきます。

毎年、秋に各町内・各種団体・運営役員の協力

のもとに神戸地区のスポーツの一大イベントであ

る「区民体育祭」を開催しています。

地域の皆様がとても楽しみにしているイベント

であり各町内から選ばれた選手が熱戦を繰り広

げ、観戦している住民のみなさんも応援に熱が入

りとても盛り上がっています。

今後も地域が一体となり楽しめる区民体育祭を

目指して活動を推進していきます。

「地域で守る子どもたちの安全と健全な育成」

を基本テーマに日々活動しています。

特に、地域の各祭典時や夏季・冬季の県下一斉

街頭補導期間に、各種団体の皆様の協力を得なが

ら夜間パトロールを実施しています。

神戸地区は大きなトラブルもなく、子どもたち

も安心して暮らせる地域です。

今後も子どもたちの見守り隊として活動してい

きます。

　生涯学習推進会の年度最初のイベントである

「3世代交流グラウンドゴルフ大会」を毎年 5月

に開催しています。

子どもから大人までが一本のスティックを持

ち、各ホールでホールインワンを狙い、熱戦を繰

り広げます。

今年の秋には 5地区共同でのグラウンドゴルフ

大会が当地区で開催されることが決定していま

す。

他地区の選手の皆様に、楽しんでいただける大

会になるよう心掛けてまいります。

また、地区の安全を考え、県民運動と連動し、

年 4回の交通安全県民運動を行っています。

神戸地区は、今宮・神戸 1丁目・神戸 2丁目の

3地域から構成されています。

組織としては、会長・副会長数名（各 3地域の

代表である支部長 3名含む）と総務事務局及び活

動 4部門（青少年育成部・生活安全部・体育保健

部・文化教養部）で生涯学習の事業を運営してい

ます。

生涯学習の主なイベントとしては、地区グラウ

ンドゴルフ大会・区民体育祭・文化祭などを中心

に活動しています。このほか、交通安全・防犯な

どの生活安全活動や青少年育成活動を行っていま

す。

尚、まちづくり協議会発足後は、協議会の 1団

体として「安心・安全なまちづくり」を目標にし

て、協議会メンバーの各種団体及び町内会との連

携を密にして活動を増進させて来ています。

少子高齢化や生活様式の多様化が進む中で、よ

り一層の変革を求められる時代になってきていま

す。

これからも地域の皆様の声を大切にし、楽しく

参加できる行事を目指して、役員一丸となって活

動していきます。

また、子どもたちが自慢できる神戸地区になる

よう一層の活動を推進していきます。

神戸地区の特色と歴史
【地区の特色】

神戸地区は、富士市の北東部に位置し、富士山

麓と愛鷹山麓が接する赤渕川流域の西側の起状を

伴った丘陵地帯です。中央には 1級河川の滝川が

南北に流れ、南北 3.8km のほぼ四角形の南北に

長い地区です。北部はヒノキを主にした山林地帯、

中部は香花とお茶の畑作地帯、南部は富士見台団

地に接し、茶畑を残しながらも宅地化が進んでい

ます。

大字は今宮、神戸、三ツ沢、一色、原田が含ま

れています。豊かな自然環境の中、子どもからお

年寄りまで幅広い世代が集いふれあい人の輪を広

げようと、三世代交流事業を活発に行っている地

域住民のつながりの強い地区です。

【地区の歴史】

縄文時代より人が住みつき、神戸に寺下遺跡が

あります。滝川沿いを走る十里木街道（現富士裾

野線）は箱根越えの東海道が無かった頃は、東西

に旅する人々の主要街道でした。鎌倉時代日蓮上

人が身延山に行く途中、神戸の祖師堂に寄り、日

照りに苦しむ農民と一緒にお題目を唱え大雨を降

らせたという、雨乞い曼荼羅の伝説が残っていま

す。明治 22 年に神戸村、今宮村、一色村は今泉

村と合併し、村は大字となり、今宮の修誠学校に

代わり今泉尋常小学校神戸文教場が設置されまし

た。その後、昭和 17 年の合併で吉原町、昭和 23

年には吉原市、そして昭和 41 年の 2 市 1 町の合

併によって富士市となりました。今宮、神戸、一

色の 3地区は江戸時代より、水口の湧水利用等か

ら歴史的に強い結びつきがありました。平成 10

年 4 月には一色のほとんどが青葉台地区に編入さ

れたため、現在の今宮、神戸 1・2 丁目が主要の

地区となっています。

神戸のみどころ

会長　渡辺　俊美

神戸地区は富士市の北東部に位置する準農村地帯です。古来、吉原の市街

地から御殿場方面に向かう幹線道路沿いにある閑静な地域です。“今宮の火

祭り”、“雨乞い芸能”、“荒神太鼓”などの伝統芸能も脈々と引き継がれ今日

に至っています。

地域住民の多くは質朴温順であり、外来者に対しては優しいが、自我を通

す強さも持ち合わせています。主な産物は「お茶」、「樒」ですが、専業農家

数は大幅に減少し会社務めを行う住民が増加傾向にある地域です。

『さらなる前進を』

人　口：3,760 人　世帯数：1,400 世帯

神戸地区 
生涯学習推進会

▲夜間パトロールに出発

▲力作が所狭しと並ぶ文化祭

▲笑顔溢れる体育祭

▲ホールインワンを狙って !! 三世代交流グランドゴルフ大会


